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頭部
52.2%

頸部
9.8%

胸部
12.9%

腰部 4.9%

腕部 0.2%

脚部 0.8%
その他
19.1%

(877人)

(164人)

(217人)

(83人)

(4人)

(14人)

(320人)

(合計 1,679人)

出典：警察庁ホームページ
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「その他」とは、顔部、腹部等をいう

図．自転車乗車中死者の人身損傷主部位
（致命傷の部位）（令和3年～令和7年）

12.5

20.8

0
2
4
6
8

10
12
14
16
18
20
22

着用 非着用

図．ヘルメット着用有無別人身損傷主部位「頭部」
構成率比較（令和3年～令和7年）

（注）自転車乗車中の死者・重傷者における人身損傷
主部が「頭部」であった者の構成率を比較

約1.7倍

(件) ( )内は死亡事故件数

図．自転車（第1・第2当事者）の運転者が携帯電話等使用であった場合の死亡・重傷事故件数の推移

出典：警察庁ＨＰ（「交通事故統計」を基に作成）
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